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【巻頭ロング・インタヴュー 抜粋・概要】 ファン.カルロス.ラグーナ 

ポンセを生んだメキシコを代表するギタリストです。メキシコのギター界の歴史を語ってくれます。 

◼ かつてのメキシコのギターは 7 弦だった。ルーツは、スペインのメキシコ征服によって伝わったビウエ

ラだね。7 弦の調律はレだ。バルガス・イ・グスマンという人物がスペインからメキシコに来て教授活

動をし、素晴らしいギター教則本が出版された。この教則本が 7 弦ギターであり、それ以降、メキシコ

で 7 弦ギターのいろいろな作品が生まれるようになった。 

◼ その後、アダメやポンセがでてくる。ポンセは、最も重要な作曲家だ。 

◼ それ以降の重要な作曲家としては、エベルト・バスケスがいる。フリオ・セサル・オリバもいる。 

◼ 作曲家や演奏家はいる。ただ、メキシコの問題は、音楽出版社がないことだ。 

 

【（新）話題のアーティスト紹介 松田弦】  

松田弦さんは、よく存じ上げています。といっても 1 回コンサートで聴いただけですが。 

◼ 中学からアコースティックギターをやっていました。高校に入って、クラシックギターを始めました

が、2 曲しか弾けませんでした。ブローゥエルのソナタ、テデスコのタランチュラです。 

◼ 学生コンクールで、ブローゥエルを弾いて優勝しました。毎日、そればかり弾いていましたから。 

 

【クラブ・マリアデュオのインタビュー：高木孝】 

1935 年生まれというから、今年で、85 歳か。 

◼ 23 歳のころ初リサイタルをしました。東京文化会館の小ホールで。定員 600 人のところ 1,000 人会

場に入れたので消防署から怒られました。また、1,500 人収容の文教公会堂でもやりました。満席に

なりました。（yakateru：本当にこの時代はギター全盛期の時代ですねえ） 

 

【新 マエストロ養成講座 第２回】  

新しく模様替えということで、この講座第 1 回目は、メルツの「小品集 かっこう」から「望郷の歌」

「夜汽車」などを取り上げて、その演奏法が紹介されている。 

 

Guitar dream NO.１５(200９．２)の紹介  by yakateru 



【その他の注目すべき記事】 

◼ 「21 世紀のギター教本：佐藤弘和」：バージョンが変わり、前回から 12 の練習曲プロジェクト。今回は

和音の練習で、佐藤氏オリジナルの結構ちゃんとした練習曲が掲載されている。結構高度な技術が要求

されています。 

◼ 「クール・アレンジメント：竹内永和」：アダモのヒット曲「雪が降る」。それと、「オーソレミヨ」の

ソロアレンジが掲載されている。今回は、イタリア編です。 

◼ 「ギターのツボ：毛塚功一」：第 15 回は、アルペジョについて解説しています。 

 

その他、「海外レポート」等もあります。第 15 号のメインは、そんなところでしょうか。 

また、Guitar dream には、楽譜と模範演奏 CD がついている。今回は、下記の楽曲が掲載されている。 

 


